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　　　　　今月の主な内容
昭和57年度下半期市の財政状況……………P2～P3

カメラの目・市制施行30年記念事業をみる

　　　　　　　　　　　　　　　　・P4～P5
夏休みの過し方、国保シリーズ（2）など……P6～P7

トピックス、味自慢・…………一一…………P8～F）9

4万人のひろば　地名アレコレ市民文芸など

　　　　　　　　　　　　　　　　・P10～P11
お知らせ板、公民館だより、図書館から…P12～Pl5

休日急患当番医、カメラニュース…………………P20

　　　　　水しぶきをあげて

　いよいよミ水のシーズンミを迎え、市内の小・中学

校では、あいついでプール開きが行われました。

　晴天になった6月15日、福岡小学校（児童数364名）

でプール開きを行いました。服部利雄校長から「目標

を持ち、少しでも多く泳げるようがんばってください」

と励まされ、先生たちが模範泳ぎをした後、準備体操

をしてプールヘ。

　元気いっぱい水しぶきをあげて、初泳ぎを楽しんで

いました。



㎜
状
況
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
．

＿」

　　歳　出

予算現額　89億，4177万6千円

支出済額69億　774万5千円

執行率　　77．3％

1億6、305万2千円（99．2％）

コ2億3，528万1千円（66．ア％〉

「2億4，440万7千円（89．3％）

額
殉

算
劇

予
糠

計A
π

214万4千円（0％）

≡讐27綴鼎、，5．，，）ヒ風

二二二二二二二二二ニコ　5億5．033万5千円（99．9％）

二二二二二二二二二ニ05億6，494万1千円（97、6％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10億8，379万9千円（73．1％）

”億9，202万円（87，6％）

1霧iliii準≒；　　L

I　2　3　4　5　6　7　8　9　10　11　12　13　14　15　16　17　18　19（億）

その他

議会費

商工費

消防費

労働費
災害復旧費

公債費

衛生費

教育費

総務費

民生費

土木費
農林水産業費

O　I　2

沼和58年3月31日現在

　　　　　　（単位：千円）

歳　　　　　出

昭和57年度各会計の予算執行状況

予算残額支出済額

入

　未収入額

歳

収入済額調定額
予算現額会計別

251．0391．489．326124．3621．569．1441，693．5061。740．365国民健康保険

1．06312．9421．06513．96715．03214．005
自石市簡易
水道事業

198．775192，8950215．296215．296391，670下水道事業

1．39438．16462439．31239．93639．558地方卸売
市場事業

84．5808．496△　9027，14027．05093．076老人保健

536．8511，741．823125．9611．864．8591，990，8202．278．674計

2

般

五
十
七
年
度

下
半
期

他
び
料
得
金
び
金
税
　
金

　
及
　
取
付
及
　
与

の
料
数
車
　
金
担
譲
　
越

　
用
　
動
交
担
　
方

そ
使
手
自
税
分
負
地
　
繰

繰入金

財産収入

市　 債

諸収入
国県支出金

市　 税

地方交付税

　　　　　　　3，193万2千円（103．1％）

　　　　　　6，829万1千円（125．1％）

　　　　　　　8，740万9千円（100％〉

　　　　　　1億19万2千円（90，5％）［

　　　　1億2，139万9千円（100％）［二

　　　　1億2，858万2千円（100％）［

　　2億5，176万4千円（100％）［二

3億1，760万7千円（109．7％）一一

入歳

予算現額　89億4，177万6千円

収収入済額　77億531万7千円

収入率　　86．2％

　　　　予　算　額
　　　　執行率（％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5億8，049万6千円（17．8％）

　　　　　　　　　　　　　　10億3，231万2千円（47．5％）［二二二二二二二二二二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19億2，047万2千円（刀％）

　　　　　　　　T9億4，305万5干円（109。4％）

23億5，827万5千円（100％）

（億）2322212019181716151413121110987654急2i　O

厳
し
さ
増
す
市
の
財
政

昭和57年度一般会計歳出予算　　　　　二
に計上した主な事業及び事業費（単位，千円）舌

，㌔事業名　 事業費1　事業名　 嘉業費　手
　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　九
渇　水　　対　　策　884，353i小・中学校補修工事　　47，530　万

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た

だ
く
市
税
は
、
市
が
自
主
的
に
使
え

る
大
切
な
お
金
で
、
市
の
財
政
運
営

の
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

歳
入
全
体
か
ら
み
る
と
二
十
丁
七

建
を
占
め
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
国
か
ら
毎
年
交
付
さ
れ
る

地
方
交
付
税
は
二
十
三
億
五
千
八
百

二
十
七
万
五
千
円
で
、
二
十
六
・
四

礎
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
地
方
譲
与
税
が
一
億

　
　
一
十
九
万
九
千
円
。
公
共
事

業
そ
の
他
、
国
や
県
か
ら
頼
ま
れ
た

仕
事
に
対
す
る
国
・
県
支
出
金
が
十

九
億
二
千
四
十
七
万
二
千
円
で
、
二

十
一
・
五
律
を
占
め
て
い
ま
す
。

　ま

た
、
お
金
の
都
合
が
で
き
な
い

分
は
、
地
方
債
を
起
こ
し
て
借
金
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
五

億
八
千
四
十
九
万
六
千
円
で
す
。

結
局
、
市
の
歳
入
の
中
で
五
六
・

九
誕
に
当
た
る
五
十
億
七
千
九
百
六

十
八
万
八
千
円
が
国
な
ど
に
頼
っ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

45，245

41．575

40。073

40，027

30，033

28．100

27．746

27，177

19，660

農用地利用増進

特別対策
農道整備
益岡公園整備

大鷹沢小学校
プール建設

橋梁整備
新町林道開設

地籍調査
市行造林
農業用・排水路整備

485，405

424，321

379．623

341．230

221．747

107，329

105，176

71，562

51．774

土地区画整理

災　害　復　旧

市　道　整　備

学　校　給　食
センター建設
雇用促進住宅用地

取得造成等
公営住宅建設

水田利用再編対策

う一めんの館建設

圃　場　整　備
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6月19日チビッ子たちが一日駅員に

祝白石蔵王駅開業一周年

　
東
北
新
幹
線
白
石
蔵
王
駅
（
松
野
友
英

駅
長
V
で
は
、
十
九
日
、
開
業
］
周
年
を

迎
え
る
記
念
行
事
と
し
て
、
市
内
の
小
・

中
学
生
十
一
人
が
「
一
日
駅
員
」
の
体
験

入
社
を
し
ま
し
た
。

　
松
野
駅
長
か
ら
入
社
の
辞
令
と
タ
ス
キ

を
渡
さ
れ
た
↓
日
駅
長
の
徳
力
祐
弘
君

（
臼
石
中
］
年
）
や
同
助
役
の
高
橋
房
恵

さ
ん
（
同
）
ら
は
さ
っ
そ
く
帽
子
を
か
ぶ

り
ご
満
悦
の
様
子
で
し
た
。
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4
・
斎
，
ε
シ

乳
．
ギ
態
綿

‘
蟹
鎌
、
一
瑚

　
　
　
　
』

謄
　
　
　
　
、
　
卜

」
，
　
　
、
紹
・
．
、
匹
そ

　
　
　
ず
／
　
〆
襲

　　祝鞭離瞬惑議

▲乗客の乗車券にハサミを▲説明を受けるチビッ子たち

郷
土
色
豊
か
に
記
念
行
事

　
束
北
新
幹
線
の
開
業
か
ら
数
え
て

満
一
年
目
に
あ
た
る
二
十
三
日
、
白

石
蔵
王
駅
で
一
周
年
を
祝
う
盛
り
多

く
の
記
念
行
事
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
一
周
年
の

記
念
式
典
。
駅
長
か
ら
一
日
駅
長
の

委
嘱
状
を
手
渡
さ
れ
た
関
谷
市
長
は
、

さ
わ
や
か
な
夏
服
姿
で
登
場
、
さ
っ

そ
く
駅
舎
内
を
巡
視
し
て
い
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ム
で
は
、
下
り
仙
台
行
き
あ

お
ば
号
を
出
迎
え
ま
し
た
。

　
同
駅
で
は
、
地
場
産
業
の
う
ー
め

ん
、
こ
け
し
な
ど
を
陳
列
し
た
物
産

品
の
展
示
即
売
会
や
歴
代
こ
け
し
コ

ン
ク
ー
ル
の
ポ
ス
タ
ー
展
示
、
加
え

6月23日

関谷市長が一日駅長に

謡翻

て
弥
治
郎
こ
け
し
の
製
作
実
演
な
ど

が
行
わ
れ
、
乗
降
客
や
観
光
客
は
珍

ら
し
い
光
景
に
足
を
止
め
て
い
ま
し

た
。

　
ま
た
出
改
札
口
で
は
、
ミ
ニ
ミ
ニ

こ
け
し
四
百
個
を
「
こ
け
し
」
「
う
！

め
ん
」
娘
か
ら
乗
降
客
に
手
渡
さ
れ

プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　
駅
前
広
場
で
は
、
鷹
巣
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
協
議
会
に
よ
る
日
本
舞

踊
や
神
楽
を
披
露
、
大
き
な
拍
手
を

浴
び
郷
土
色
豊
か
な
記
念
行
事
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
日
は
「
不
忘
学
園
」
の
園
児
ら

も
招
待
さ
れ
、
映
画
な
ど
で
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

，
、
雲
藁
、

　
　
　
　
ヤ
ち
ち
ロ

、
↓
璽
噸
鴛
．

．
匙
§

凝ー

　
　
r
　
　
、
・

，

騨

婚
‘

聖
、
蒲
辱

■『　。嘉』

▲あおば203号を迎える一日駅長
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O年市制施行3
記念事業計画
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記
念
事
業
計
画

　
昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
、
白
石

町
外
六
か
村
を
も
っ
て
市
制
施
行
以

来
、
本
年
で
三
十
年
を
迎
え
ま
し
た

鱈　
　
　
　
　
こ
の
意
義
あ
る
年
に
あ
た
り
、
記

　
　
　
　
念
事
業
を
推
進
す
る
た
め
記
念
事
業

　
　
　
　
実
行
委
員
会
を
設
け
、
メ
イ
ン
テ
ー

メインテーマ

マ
に
“
水
・
時
・
人
の
流
れ
に
沿
っ

て
”
を
目
標
に
定
め
進
め
て
お
り
ま

す
。

　
お
も
な
事
業
計
画
の
概
要
を
み
て

み
ま
し
ょ
う
。

○
記
念
式
典
十
一
月
二
日
市
民
会
館

　
　
　
市
政
功
労
者
表
彰

　
　
　
優
秀
作
文
の
発
表

○
教
育
振
興
大
会
記
念
講
演
会

　
　
十
一
月
九
日
　
中
央
公
民
館

　
○
白
石
市
農
業
祭

　
　
　
十
一
月
十
三
日
　
市
民
会
館
外

。
○
市
制
施
行
三
十
年
記
念
作
文
募
集

　
　
小
・
中
学
生
、
高
校
生

○
公
園
の
整
備
・
植
樹

　
　
大
萩
山
公
園
・
古
墳
公
園
（
寿
山
）

○
市
民
便
利
帳
発
刊

　
　
　
各
家
庭
に
配
布

○
市
行
造
林
の
経
営
目
標
の
拡
大

　
　
　
三
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら

　
　
　
五
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
ヘ

o
登
別
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
促
進

○
世
界
青
少
年
群
像
建
設

　
　
市
民
の
有
志
に
よ
り
、
臼
石
蔵

　
．
王
駅
前
に
建
設
を
計
画
中
。

π
詳
し
く
は
、
秘
書
企
画
課
へ
”

　巳石市は昭和29年4月に市制を施
行し而紋章を制定すべく広く一般か
ら公募した。

　丸輪の黒つり鐘中に臼の字を入れ
た。

　このつり黒鐘は仙台城主伊達家の
重臣臼石城主片倉公の軍旗を表わし、

その武名を天下に鳴りひびかせよと
の意味をもっている。

　外円は合併時の町村がまるくおさ

まり自円は自石市の白を表わし、車

の両輪のごとく限りない前進をつづ

け、かつ白石市の名を広くひびきわ
たらせようとの意を象徴したもので
ある。

まちづくりシンポジューム

　
　
ム
ず

　
て
－
　
　
　
氏
氏

　
つ
後
官
　
孝
司

船
毒
　
　
友
博

惣
贈
本
野

輔
驚
岡
熔
村

『
一
争
7
白
入
　
大
教
工
教

マ
日一

↑
時
所
師
東
東

テ
刻
日
場
講

＝
　
　
〉
レ
　
＞

■市役所の位置

所在地　宮城県自石市字桜

　　　　小路35番地

電話白石（02242）
　　　　　5－2111㈹
緯　度東経140度37分23秒

　　　　北緯37度59分57秒

］総数　　42，272人

　男20，647人
　女　　21，625人

帯数11，625世帯

58年5月31日現在

白石市民憲章

人ロの動き

数
男
女
数

総　
　
　
　
　
帯

口人
　
　
　
　
世

雄大な蔵王を仰ぐわたくしたち白石市民は

自然を愛し　住みよい白石を　つくります。

文化を高め　美しい心を　そだてます。

健康で　あたたかい家庭を　きずきます。

仕事にはげみ　豊かな郷土を　つくります。

きまりを守り　明るい社会を　きずきます。

、、．．野詐噸・雛霧編講
　　　　　 職～　　．　　・　　　　　植樹しました。植樹の目的

灘灘・　・1ト＼錦讐舞攣量謙
盛P』な亨ヲラ苗木麗える㍉上＿しよう というものです・
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夏
休
み
の
過
ご
し
方

誘惑に負けない強い子供を育てるための

夏
休
み
の
非
行
を
防
ぐ

五
つ
の
“
ケ
ジ
メ
”

夏
休
み
に
、
海
や
山
へ
飛
び
出
す
子
供
た
ち
の
顔
は
、

ど
れ
も
生
き
生
き
と
輝
い
て
見
え
ま
す
。

　
し
か
し
そ
の
一
万
、
子
供
た
ち
が
非
行
に
走
り
や

す
い
の
も
こ
の
季
節
。
非
行
に
走
る
か
走
ら
な
い
か

は
、
夏
休
み
の
家
庭
生
活
を
ど
う
過
ご
し
た
か
に
よ

っ
て
、
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

　
こ
こ
で
は
、
欲
望
や
誘
惑
に
負
け
な
い
強
い
子
供

に
す
る
た
め
に
、
親
子
で
心
掛
け
た
い
夏
休
み
の
過

ご
し
方
を
五
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
分
け
て
考
え
て
み
る

こ
と
に
し
ま
す
。

｝
み
マ

　
　
　
一

慰騨］　
朝
寝
、
夜
ふ
か
し
、
テ
レ
ビ
を
見

る
時
問
が
長
く
な
る
な
ど
、
休
み
に

入
っ
た
安
心
感
か
ら
子
供
は
時
間
の

ケ
ジ
メ
を
忘
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
夏
休
み
は
、
遊
び
に
行
っ
て

も
帰
宅
が
遅
れ
が
ち
で
す
。
門
限
を

決
め
て
、
キ
チ
ン
と
守
ら
せ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　
学
校
を
離
れ
て
の
ん
び
り
過
ご
す

の
も
夏
休
み
な
ら
で
は
の
楽
し
み
で

す
が
、
前
も
っ
て
約
束
し
た
時
間
に

は
読
書
や
家
事
の
手
伝
い
な
ど
、
決

め
ら
れ
た
こ
と
を
行
う
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。

2
　
〈
お
金
〉

計
画
的
な
使
い
方
を

　
身
に
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ
う

一

コq

滴

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
〕

1｝

－
瓢
轡
あ
舞
」

　
子
供
に
は
、
イ
ヤ
な
こ
と
や
悪
い

こ
と
に
ハ
ッ
キ
リ
“
ノ
ー
”
と
言
え

る
強
さ
を
持
た
せ
た
い
も
の
で
す
。

悪
い
こ
と
を
許
し
合
っ
た
り
、
い
つ

で
も
行
動
を
共
仁
す
る
こ
と
が
本
当

の
友
達
づ
き
あ
い
で
な
い
こ
と
を
子

供
に
教
え
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
夏
休
み
の
解
放
感
は
、
や

や
も
す
る
と
子
供
を
夜
遊
ぴ
、
盛
り

場
、
不
良
交
友
、
外
泊
な
ど
へ
と
駆

り
立
て
ま
す
。
親
は
頭
ご
な
し
に
怒

鳴
る
前
に
、
そ
れ
が
ど
う
し
て
悪
い

の
か
、
子
供
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て

考
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

6

鳶
y

．
ま
婚

『
訊

　
．
プ
9
レ
Φ
つ
②
◎
①
．

　
　

1
1
♪

q
’

ー
」
T

　
夏
休
み
に
な
る
と
、
子
供
は
外
へ

遊
ぴ
に
行
く
機
会
が
増
え
、
お
金
を

使
う
こ
と
も
多
く
な
り
ま
す
。
無
駄

遣
い
の
習
慣
が
身
に
つ
か
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
子
供
に
お
金
の
合
理
的
・
計
画
的

な
使
い
方
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め

に
は
、
例
え
ば
、
毎
月
決
ま
っ
た
額

の
小
遣
い
を
与
え
る
の
も
一
つ
の
方

法
で
す
。
一
定
の
金
額
の
中
で
や
り

く
り
で
き
る
基
本
的
な
習
慣
を
養
っ

て
あ
げ
ま
し
よ
う
。

』
ゾ
ノ

腸
毎
、
質
『
二

覧
禽
ぜ
一
穿
、

　
　
　
払
、
憐
レ
」

　
夏
休
み
は
、
子
供
が
時
間
や
物
事

の
計
画
性
を
養
う
絶
好
の
機
会
で
す
。

前
も
っ
て
夏
休
み
中
の
計
画
表
を
作

ら
せ
、
そ
れ
を
キ
チ
ン
と
実
行
さ
せ

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
不
得
手
な
科
目
を
徹
底
的

に
勉
強
す
る
と
か
、
趣
味
で
も
学
習

で
も
興
味
の
あ
る
も
の
を
さ
ら
に
研

究
す
る
と
い
っ
た
、
夏
休
み
な
ら
で

は
の
目
標
を
持
た
せ
、
子
供
が
最
後

ま
で
や
り
遂
げ
る
よ
う
、
応
援
し
て

あ
げ
ま
し
よ
う
。

5
　
　
〈
健
康
・
安
全
V

健
康
の
あ
り
が
た
さ
を

　
　
　
理
解
さ
せ
ま
し
ょ
う

　
喫
煙
、
飲
酒
、
シ
ン
ナ
ー
遊
び
な

ど
は
、
青
少
年
の
健
康
な
心
身
を
確

実
に
む
し
ば
み
ま
す
。
子
供
に
は
、

日
ご
ろ
か
ら
健
康
の
大
切
さ
を
話
し

て
聞
か
せ
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
興
味

を
持
た
せ
た
い
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
自
転
車
の
二
人
乗
り
や
ク

ル
マ
や
バ
イ
ク
の
無
免
許
運
転
な
ど
、

交
通
事
故
に
結
び
付
く
行
為
が
増
え

る
の
も
こ
の
季
節
で
す
。
事
故
に
遭

っ
て
か
ら
で
は
遅
い
こ
と
を
、
子
供

に
よ
く
話
し
て
き
か
せ
ま
し
ょ
う
。

　＜国保シリーズ②〉

じょうずなお医者さんのかかり方

◎薬灘驚しよう、施

つ
つ
が
虫
病
に
ご
注
意

◎

　
日
本
人
は
、
よ
く
薬
好
き
と
い
わ

れ
ま
す
が
、
薬
は
病
気
の
症
状
を
軽

減
し
、
自
然
治
癒
力
を
高
め
て
早
く

治
る
手
助
け
を
し
て
く
れ
る
も
の
で

簡
す
。

　
薬
は
病
気
の
態
様
に
応
じ
て
、
医

者
が
与
え
、
そ
の
指
示
に
し
た
が
っ

・
て
服
用
す
べ
き
で
す
。
と
こ
ろ
が
人

に
よ
っ
て
は
、
そ
の
薬
「
何
日
分
く

だ
さ
い
」
と
か
、
電
話
で
頼
む
人
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
人
は
、
お

う
お
う
に
し
て
薬
を
飲
み
残
し
捨
て

て
し
ま
い
ま
す
。

　
捨
て
ら
れ
た
薬
に
も
お
金
が
か
か

っ
て
、
る
の
を
お
亡
、
れ
な
く
。

　
新
聞
紙
上
等
の
報
道
で
御
承
知
の

と
お
り
山
形
、
秋
田
両
県
に
お
い
て
、

つ
つ
が
虫
病
患
者
が
発
生
、
秋
田
で

は
死
者
も
出
ま
し
た
。

　
つ
つ
が
虫
病
は
、
ダ
ニ
の
一
種
の

ツ
ツ
ガ
ム
シ
に
刺
さ
れ
る
こ
と
に
ょ

　
ツ
ツ
ガ
ム
シ
の
一
生
は
、
卵
、
幼

虫
、
若
虫
の
四
期
か
ら
な
っ
て
お
り
、

湿
地
帯
な
ど
に
好
ん
で
生
息
し
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
幼
虫
か
ら
若
虫
に

な
る
と
き
に
一
度
温
血
動
物
の
体
液

を
吸
わ
な
い
と
若
虫
に
な
れ
な
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
普
通
は
野
ね
ず

み
や
い
た
ち
等
に
寄
生
す
る
の
で
す

が
入
に
寄
生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ツ
ツ
ガ
ム
シ
の
す
べ
て
が
病
原
体

を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
場

所
や
ツ
ツ
ガ
ム
シ
の
種
類
に
よ
っ
て

違
い
ま
す
が
病
原
体
保
有
率
は
数
パ

ー
セ
ン
ト
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
病
原
体
を
持
っ
た
ツ
ツ
ガ
ム
シ
に

刺
さ
れ
る
と
発
病
し
ま
す
が
人
か
ら

人
へ
の
感
染
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
病
　
　
状

　
病
原
体
が
体
内
に
入
っ
て
一
週
間

か
ら
十
日
前
後
す
る
と
、
頭
痛
・
悪

感
・
筋
肉
痛
な
ど
を
伴
っ
て
発
熱
（
躍

～
4
0
C
）
し
、
そ
れ
か
ら
二
、
三
日

後
に
顔
や
手
虫
、
腹
な
ど
に
赤
い
発

疹
が
出
ま
す
。
体
温
の
上
昇
に
く
ら

べ
て
脈
拍
の
変
化
が
少
な
い
の
が
特

徴
で
す
。

　
ま
た
、
ツ
ツ
ガ
ム
シ
に
刺
さ
れ
た

と
こ
ろ
に
特
有
の
「
刺
し
口
」
が
生

じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
発
病
初
期

の
症
状
か
ら
風
邪
と
間
違
わ
れ
や
す

く
、
診
断
が
遅
れ
て
重
症
に
な
る
と

高
熱
が
続
き
肝
障
害
や
賢
障
害
を
起

こ
し
肺
炎
を
合
併
し
た
り
心
不
全
や

脳
障
害
を
経
て
死
亡
す
る
こ
と
も
あ

る
の
で
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

◇
つ
つ
が
虫
病
の
予
防
対
策

　
ツ
ツ
ガ
ム
シ
や
野
ネ
ズ
ミ
を
駆
除

す
れ
ば
よ
い
わ
け
で
す
が
、
現
実
に

は
、
せ
ま
い
と
こ
ろ
を
一
時
的
に
駆

除
す
る
な
ら
と
に
か
く
、
ど
こ
に
い

る
か
分
ら
な
い
莫
大
な
地
域
に
わ
た

っ
て
駆
除
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近

く
、
結
局
、
野
ネ
ズ
ミ
な
ど
の
生
息

し
や
す
い
山
林
、
草
地
、
薮
地
、
河

川
敷
な
ど
に
立
入
る
方
々
は
、
個
人

的
な
予
防
策
と
し
て
、
次
の
よ
う
な

こ
と
に
心
掛
け
る
よ
り
防
ぎ
よ
う
は

あ
り
ま
せ
ん
。

一
、
素
肌
の
露
出
を
さ
け
る
た
め
、

秩
序
あ
る
広
告
で
き
れ
い
な

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
〃
“

　
街
頭
で
よ
く
見
か
け
る
屋
外
広
告

物
（
ポ
ス
タ
ー
、
立
看
板
な
ど
）
は
、

ま
ち
の
美
観
維
持
、
危
害
の
防
止
と

い
っ
た
点
か
ら
屋
外
広
告
物
法
、
県

屋
外
広
告
物
条
例
に
よ
り
規
制
を
受

長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
・
長
靴
・
手
袋
等
・

を
着
用
す
る
。

二
、
腰
を
お
ろ
し
た
り
、
寝
こ
ろ
ん

だ
り
し
な
い
。

三
、
立
入
る
場
所
に
予
め
ダ
ニ
に
有

効
な
殺
虫
剤
を
散
布
す
る
。

四
、
皮
膚
の
露
出
部
に
ダ
ニ
忌
避
剤

を
塗
布
す
る
。

五
、
立
入
っ
た
後
は
必
ず
更
衣
、
入

浴
し
、
附
着
し
て
い
る
お
そ
れ
の
あ

る
ツ
ツ
ガ
ム
シ
を
洗
い
落
と
す
か
熱

湯
消
毒
す
る
。

六
、
早
期
診
断
・
早
期
治
療
が
大
切

な
の
で
、
一
～
二
週
間
後
に
高
熱
や

発
疹
が
出
た
り
、
わ
き
の
下
や
股
の

つ
け
ね
の
リ
ン
パ
腺
が
腫
れ
た
り
し

た
と
き
は
、
直
ち
に
医
師
の
診
察
を
』

受
け
る
。

　
ま
た
、
ど
こ
で
刺
さ
れ
た
の
か
、

そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
と
こ
ろ
を
医
師

に
申
し
出
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
血

け
て
お
り
、
広
告
物
を
掲
げ
て
な
ら

な
い
と
か
許
可
が
必
要
な
も
の
な
ど

が
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
規
制
に
違
反
し
ま
す

と
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
屋
外
広
告
物
を

　
掲
示
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
公
園
内
、
東
北
縦
貫
道
の
両
側
五

　
百
メ
ー
ト
ル
の
区
域
内
、
電
力
柱
、

　
電
信
電
話
柱
、
街
路
燈
柱
、
信
号

　
機
、
道
路
標
識
、
歩
道
柵
、
街
路

　
樹
、
道
路
の
擁
壁
な
ど
に
は
、
一

　
定
の
場
合
を
除
い
て
は
掲
示
で
き

　
ま
せ
ん
。

o
許
可
を
受
け
な
い
で
屋
外
広
告
物

　
を
掲
示
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
一
般
国
道
、
主
要
地
方
道
（
県
道
）

　
や
鉄
道
の
両
側
五
百
メ
ー
ト
ル
の

　
区
域
内
、
市
の
区
域
及
び
五
千
人

　
以
上
の
町
村
区
域
の
う
ち
都
市
計

　
画
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
区
域

　
内
な
ど
で
掲
示
す
る
と
き
は
、
一

　
定
の
場
合
を
除
い
て
土
木
事
務
所

長
長
の
許
可
が
必
要
で
す
。
許
可
を

　
受
け
て
か
ら
掲
示
し
ま
し
ょ
う
。

○
み
ん
な
の
力
で
、
き
れ
い
な

　
　
　
　
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

◇
お
問
い
合
せ
は
、
県
都
市
計
画
課

　
ま
た
は
各
土
木
事
務
所
へ
ど
う
ぞ
。
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遠藤なみ子さん
　　　　　　（自川）

ら
っ
き
ょ
う
の
は
ち
み
つ
漬

材
料
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
。

っ
き
ょ
う
一
㎏
、
酢
脚
㏄
、
は
　
④
と
う
が
ら
し
を
少
々
入
れ
る
と
な

つ
2
0
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
良
い
。

作
り
方
】
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
十
五
日
以
上
し
た
ら
食
べ
ら
れ
ま

っ
き
ょ
う
は
、
一
日
塩
漬
け
す
　
　
す
。

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
リ
パ
リ
し
た
非
常
に
お
い
し
い

ち
み
つ
と
酢
を
よ
く
混
ぜ
る
。
　
　
ら
っ
き
ょ
う
漬
け
が
出
来
ま
す
。

に
①
の
ら
っ
き
ょ
う
を
漬
け
込

雛る曾一翫
　　　o

鴎
自
眉

缶IE川’悟噸

睾佃碍▽
奏籍避萱・）

方　＼十
　　　 レ！1ム1Ψ，聖『疑r巨LFI－　・、 rl㌧1

缶
詰
の
日
付
を
読
も
う

六
ケ
タ
の
数
字
で

　
年
、
月
、
日
を
表
し
ま
す

消
費
者

か
し
こ
い

一
ろ
で
、
国
産
缶
詰
の
製
造
年

㎜
、
缶
の
ふ
た
に
数
字
で
表
示

－
い
ま
す
。

ほ
六
ケ
タ
で
す
が
、
こ
れ
は

タ
の
数
字
が
三
組
”
と
考
え

．
さ
い
。
つ
ま
り
、
初
め
の
二

「
年
」
を
、
次
の
ニ
ケ
タ
が

を
、
最
後
の
ニ
ケ
タ
が
「
日
」

そ
い
ま
す
。

は
西
暦
か
元
号
の
い
ず
れ
か

ら
れ
ま
す
が
、
実
際
は
、
元

と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
．

場
合
、
下
ニ
ケ
タ
が
記
載
さ

ま
す
。

ろ
で
、
六
ケ
タ
表
示
に
な
っ

　
『
九
八
○
年
三
月
か
ら
で
、

前
は
四
ケ
タ
の
数
字
で
表
さ

ま
し
た
。
四
ケ
タ
表
示
で
出

れそた　れ西号が　をrケて　　さ月　い菜缶ま間
一解ぎ鷹縫醇㌍翻謬報誉藷醇睡

　　　1「い、ろ

　　　戸．1》

　　　　　しノ
ン語　■∵ll「

』貢疲嬰、．1鑑、

　　ヒ＝姦。rじぎ

消費生活モニター調査結果

か
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
期

身
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
違
い

一
般
的
に
は
製
造
後
、
果
物

四
年
ぐ
ら
い
、
魚
、
肉
、
野

で
五
年
く
ら
い
と
い
わ
れ
て

回
っ
て
い
る
も
の
も
ま
だ
あ
り
ま
す

か
ら
覚
え
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う

　
四
ケ
タ
表
示
で
は
、
最
初
の
数
字

が
西
暦
年
号
の
末
尾
、
ニ
ケ
タ
目
が

月
（
十
月
は
O
、
十
一
月
は
Y
、
十

二
月
は
Z
の
略
号
で
表
示
）
、
三
、
四

ケ
タ
目
が
日
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
輸
入
品
の
場
合
、
果
物
、

野
菜
類
に
つ
い
て
は
年
月
日
を
表
示

し
た
ラ
ベ
ル
が
張
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
製
造
年
月
日
が
不
明
の
場

合
は
、
輸
入
年
月
日
が
書
き
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
缶
の
ふ
た
に
記
さ
れ
て
い

る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
文
字
は
「
品

名
記
号
」
で
、
中
身
の
原
材
料
や
調

理
方
法
な
ど
を
表
し
て
い
ま
す
。

調査日：昭和58年6月1日　白石市

品　　名

1．砂 糖

2．しょう油

3．天ぷら油
4．小　麦　粉
5，食　パ ン

6．マーガリン

7．牛 乳

タ8
9，　ティッシュペーパー

10．ラ　ッ　プ
11．プロパンガス

12．カレーライス

13，理　髪　料

14。パーマネント料

15．灯 油

16．　レギュラーガソリン

軽7 由

18．A　重　油

銘柄　規格
上白糖 1kg

本醸造ヒ級濃口　　1．8召
　　　（びん代込み）
1，6509　（1．82）

薄力粉 1kg

並　　食 1片

ソ　フ　ト　　225g

紙容器入り　1，000αα

カルトン入り　225g

400枚（200組）級箱入り

幅30cm長さ20m（一巻〉

10㎡

並 皿

小学生調髪（洗髪を含む）

コールド（ショートカノ
卜及びセソト含む）
（　頭価　　　　18の
　　”入み ＿＿」鍵L一

1　2　現　金
1　召　現　金
1　2　現　金

最高値
278

525

580

230

150

215

260

398

158

248

5，200

450

1，500

6，000

1，600
1，476

165

123

90

最低値
248

418

500

185

140

163

208

375

145

130

4，800

400

1，300

4，500

1，600
1476

152

106

80

平均』値

253

450

540

210

前騨均価格

252

450

543

195

」竺4　141
　192　　　　　193

230

386

153

210

4，993

437

1，418

5，150

1，553
1584
157

115

87

224

389

153

212

4，993

431

1，412

5，150

1570
＿＿遡L．．

　　138

99

87

対前服格此

0．4

△0．6

7、7

△LO
1．O

△0．8

△0．9

L4
1．0

△　1．1
△　0，4

1．1

16，2

備 考

上昇品目：砂糖、小麦

粉、カレーライス、理

髪料、レギュラーガソ
リン、車蚤1由、牛季L

下降品目：天ぷら油、

マーガリン、バター、

ラップ、吏丁油

横ばい品目：食パン、

ティッシュペーパー、

プロパンガス、重油

9

蝿欝・臨翻．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　趨
　　ト　 ・d，

　　、恥　　　驚　　　．鵡．、　～　　乱
　　　・憶，　㍉　b、噸蔑・　　　　　　き

i築1』1驚羅麹騨

　　　　　公園整備に一役

　　　　　　　　　　○一西益岡老人クラブ

　晴天になった6月4日、益岡公園で西益岡老人クラ

ブ（斎藤啓志会長）の会員約23人がテニスコート周辺

に、　「公園を花いっぱいに」とマリーゴールドの苗1

万株を植えました。

　同クラブでは、3年前から益岡公園にキク、チュー

リップ、サルビアなどを植えて、一日奉仕作業を行い

感謝されているほか、毎朝クラブの有志による体力づ

くりをかねた早朝5時からの散水などで花を育ててお

ります。同公園は、市民のいこいの場所として訪れる

人々の目を楽しませています。

　
　
ち
オ

、
．
鴬
3
豊

醐
一
．
蝿
．

踏切事故をなくそう

竪

諸
燗

　　　　　　　　　0一東白石駅阿久戸踏切

　鉄道妨害防止運動期間中の6月6日、国鉄自石駅
（北山広一駅長）は、一時停止違反は大きな事故につ

ながることから「踏切事故をなくそう」と白川内親五
輪沢の東白石駅阿久戸踏切前で、説明会を行いました。

説明会では、仙台鉄道管理局の鉄道公安官から「万一
踏切内で車がエンストした場合は、非常ボタン装置や
発煙筒などで適切な処置を行い列車事故を防ごう」と
市内26事業所の安全運転管理者など約150人に呼びか
けをしました。参加者には、国鉄からのお願いとして
子供たちに「線路は危険です」「線路の近くでは遊ばな

いよう」また保護者の皆さんへ「線路内に立ち入るこ
とは非常に危険です。法律でも固く禁じられており、
処罰されます。」などのチラシが配布されました。

わだい

新館住宅地で主訓練

　　　　　　　　　　　　○一総合防災訓練

　「県民防災の日」である6月12日、午前9時30分の

サイレンを合図に、県下一斉に総合防災訓練が行われ

ました。今年は日曜日における防災訓練として、市内

では、新館住宅地で重点に行いました。

　特に、住民の避難、消防団や消防署による消火救助

訓練、電力や電話の断線復旧、水道の断水復旧や炊き

出しも行われました。

　また白石警察署や交通指導隊員による交通の規制に

対処する本番さながらの訓練が午前中いっぱい繰り広

げられました。

庭園造成奉仕作業

　　　　　　　　　　　　　　○一益岡公園

　6目12日、いぬい会（山田実会長）と庭友会（大野

健二会長）は、益岡公園で庭園造成の奉仕作業を行い

ました。いぬい会は、庭園木を市に寄附t、、庭園づく

りには、底友会が携わり、会員の自慢の腕ですばらし

い庭園ができました。

　庭友会の会員たちは、　「毎年奉仕作業をやっていき

たい」と話していました。

　同公園は、昭和28年から用地買収などの整備がスタ

ートし、今年、野球場周辺での整備をめどに益岡公園

の整備事業は、完了をみることになっています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　8



　
　
　
　
　
愈

登市

場民

　
六
月
初
旬
行
わ
れ
た
県
高
校
総
体
の
陸
上
は
、
県
営
陸
上
競
技
場

で
開
催
さ
れ
、
ト
ラ
ッ
タ
競
技
で
第
一
位
、
総
合
で
第
二
位
の
好
成

績
を
マ
ー
ク
し
た
臼
石
高
校
陸
上
部
（
川
勝
郁
夫
顧
問
）
益
岡
二
八

番
地
口
。

高
校
総
体
で
好
成
績

白
石
高
校
陸
上
部

、
噸瞑傷

蔵循

●
聾

～此
み

屡
，

「
蹴

　
臼
高
陸
上
部
は
、
部
員
三
十
二
名

　
（
三
年
生
5
人
、
二
年
生
1
6
入
、
一

年
生
11
人
）
で
主
力
選
手
が
若
い
小

柄
な
チ
ー
ム
で
す
。

　
そ
こ
で
入
賞
し
た
主
力
選
手
に
ス

ポ
ッ
ト
を
あ
て
取
材
し
ま
し
た
。

　
百
と
二
百
に
活
躍
し
た
高
城
選
手

は
、
総
体
を
前
に
毎
朝
自
主
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
取
り
組
み
、
四
百
リ
レ
ー

一
位
の
ま
と
め
役
小
原
選
手
は
、
部

全
体
の
盛
り
上
げ
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
は
か
り
、
四
百
と
同
ハ
ー
ド
ル

に
出
場
し
た
遠
藤
選
手
は
、
去
年
と

雰
囲
気
が
違
い
、
個
人
で
な
く
み
ん

な
の
力
で
全
員
が
、
が
ん
ば
っ
た
成

果
だ
と
話
す
。
円
盤
投
げ
や
ハ
ン
マ

輩
が
い
る
の
で
安
心
し
て
走
れ
た
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
指
導
の
川
勝
先
生
は
、
目

の
前
の
こ
と
に
こ
だ
わ
ら
ず
時
間
を

か
け
、
「
冬
期
間
に
お
け
る
基
礎
づ
く

り
と
練
習
に
お
け
る
ね
ば
り
の
根
性

が
う
ま
く
結
び
つ
け
ら
れ
ま
し
た
」

と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輪
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輸

『
墾
鷺
灘
離
蕊

は
、
ふ
る
わ
ず
残
念
と
『
言
、
一
年
禰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

生
の
小
野
寺
選
手
は
、
「
バ
ッ
ク
に
先
　
卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
い
ま
の
人
た
ち
に
縁
瞭
費
殊

っ
た
も
の
の
｝
つ
に
鎮
守
の
社
が

あ
る
。
鎮
守
社
の
祭
り
は
町
や
村

の
最
大
の
行
事
で
あ
り
、
ま
た
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ヤ
ン
ス

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
で
も
あ

っ
た
。
こ
の
鎮
守
社
に
と
も
な
う

地
名
も
そ
れ
ぞ
れ
各
地
に
残
っ
て

い
る
。
鎮
守
社
の
ご
神
体
も
い
ろ

い
ろ
で
中
に
は
臼
本
の
神
で
な
い

仏
教
系
の
神
も
あ
っ
た
。
越
源
裂

の
白
鳥
明
神
社
の

廻
り
に
は
宮
ノ
脇

・
明
神
前
・
宮
下

屋
敷
な
ど
の
地
名

が
あ
る
。
い
ず
れ

も
神
社
を
中
心
に

し
た
名
で
あ
る
。

越
河
五
賀
の
白
鳥

明
神
社
の
と
こ
ろ

に
も
宮
下
と
い
う

地
名
が
あ
り
、
明

神社の

場
所
を
見

当
り
屋
敷
と
呼
ん

で
い
る
Q

で
、
昔
、

　
　
・
《
　
〃
・

農
操

地名アレコレ

い
る
。
ミ
コ
ト
が
死
ん
で
か
ら
臼

鳥
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
両
方
に

白
鳥
明
神
が
祀
ら
れ
、
と
も
に
両
村

の
鎮
守
に
な
っ
た
。
越
河
村
越
河

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

の
鎮
守
社
は
町
の
南
西
に
あ
る
諏

わ訪
神
社
で
、
神
社
の
あ
る
場
所
を

諏
訪
台
と
い
っ
て
い
る
。
昔
は
制

が
立
ち
市
神
御
が
残
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
し
沖
も
五
ど
う

大
平
中
目
の
鎮
守
社
は
毘
沙
門
堂

で
堂
の
あ
る
場
所
を
毘
沙
門
堂
、

　
　
　
　
　
　
そ
の
廻
り
に
毘
沙

　
　
　
　
　
　
門
堂
前
・
毘
沙
門

⑳

　
　
　
　
　
　
　
み
マ
あ
れ
ら

　
　
　
　
こ
れ
は
身
媛
り
の
こ
と

　
　
　
　
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ

ト
が
蝦
夷
征
伐
で
東
國
へ
下
ら
れ

た
と
き
、
平
の
白
鳥
神
社
の
あ
る

場
所
か
ら
五
賀
の
白
鳥
神
社
の
と

こ
ろ
ま
で
泳
い
で
渡
ら
れ
た
。
当

時
は
こ
の
間
は
大
き
な
湖
水
だ
っ

た
た
め
と
い
う
。
水
か
ら
あ
が
っ

た
ミ
コ
ト
は
寒
い
の
で
火
を
焚
い

　
　
あ
カ
ロ
た

て
身
を
媛
め
ら
れ
た
の
で
身
媛
り

と
レ
つ
地
名
力
生
れ
た
と
伝
え
て

．
き
§
き
‡
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

鎮守社と地名（その

勢
璽
議
都
ど

の
地
名
が
つ
い
て

い
る
。
毘
沙
門
は

も
と
イ
ン
ド
の
神

　
　
　
た
を
て
ん

で
別
名
多
聞
天
と

も
い
い
財
宝
や
子

宝
を
授
け
る
神
、

　
い
く
さ
が
み

ま
た
軍
神
と
し
て

崇
め
ら
れ
た
Q
こ

の
毘
沙
門
堂
は
五

・
山
ハ
百
年
離
則
か
・
り

あ
っ
た
ら
し
く
、
中
世
の
奥
州
街

道
は
五
・
六
百
年
前
か
ら
あ
っ
た

ら
し
く
、
中
世
の
奥
州
街
道
は
こ

の
附
近
を
通
っ
て
い
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
大
平
森
合
の
鎮
守
社
も
仏

　
　
　
　
　
　
　
き

教
系
で
源
義
家
の
護
り
本
尊
観
音

像
壷
祀
る
観
音
堂
で
あ
る
。
上
観

音
前
・
下
観
音
前
・
観
音
堂
と
い

っ
た
地
名
が
そ
の
周
囲
に
つ
い
て

い
る
。

　
　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）
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菅野庄太郎ちゃん（本町）

　S57年7月13日生まれ
　庄一郎さん、静子さんの長男

　ママからひとこと

　奇素直で思いやりのある子に

　　育ってほしいヤ

　もゆ

　匿r『

「玉入れ」小室正博（大平小学校1年

しのわた

勿暫鞍勿

　
　
　
　
　
　
鮮
年

　
　
　
　
　
　
B

　
蜜
　
　
　
　
4

　
　
　
　
　
　
　
二

i
。
　
　
　
第

懸
魂
，
石

－
鱗

　
　
　
　
　
駿
ま「しゃぼん玉」大槻

、
き
　
．

市灘
㎜
文

歌

曹民

〔
投
句
さ
れ
る
方
へ
〕

毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、

封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

壇
一
川
股
兵
三
選

誰
れ
に
着
せ
る
あ
て
な
き
ま
ま
に
夫
の
服
捨
て
が
た

く
い
て
吾
も
老
い
た
り
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

連
休
に
帰
省
す
る
と
言
ふ
娘
を
待
て
ば
庭
に
す
が
し

き
リ
ラ
の
花
匂
ふ
　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

し
と
し
と
と
窓
う
つ
雨
を
聞
き
な
が
ら
病
む
姑
の
た

め
粥
を
炊
き
ゐ
る
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

照
り
返
す
隣
家
の
壁
の
陽
を
惜
し
み
手
元
せ
わ
し
く

針
運
び
居
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

古
き
壺
に
都
忘
れ
を
活
け
な
が
ら
心
安
ら
ぐ
雨
の
休

日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

い
た
ど
り
に
混
じ
り
て
漸
く
萌
え
初
め
し
早
蕨
の
柔

き
茎
を
折
り
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
若
桑
　
謙
一

奮
葉

名
を
明
記
の
う
え
市
総
務
課
広
報

係
（
自
石
市
桜
小
路
三
五
）
へ
。

短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

ふ
じ
房
の
花
明
り
す
る
小
田
の
径
陽
光
に
浮
き
て
淡

き
む
ら
さ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
干
代
子

発
表
会
に
孫
の
弾
き
た
る
ピ
ア
ノ
聞
く
ひ
た
す
ら
な

れ
ば
し
ば
し
息
止
む
　
　
　
　
　
　
力
丸
き
み
子

と
り
ど
り
の
若
葉
の
色
は
陽
に
映
え
て
五
月
の
少
女

は
や
夏
ご
ろ
も
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

ぱ
ら
ぱ
ら
と
め
く
る
日
記
の
か
た
す
み
に
母
の
字
あ

り
て
懐
し
く
読
む
　
　
　
　
　
　
　
荒
木
喜
代
子

農
繁
の
つ
か
れ
出
で
し
か
君
の
背
と
肩
の
あ
た
り
は

瘡
せ
て
見
え
た
り
　
　
　
　
　
　
　
古
城
愼
太
郎

想
い
つ
つ
別
れ
し
ひ
と
の
懐
し
く
思
い
出
し
を
り
花

冷
え
の
午
後
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
木
と
も
子

蛙
鳴
く
音
も
わ
び
し
き
夜
半
に
覚
め
遠
く
住
む
子
に

思
い
は
し
ら
す
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

遠
蛙
聞
き
つ
つ
田
植
終
へ
し
宵
し
み
じ
み
夫
と
新
茶

汲
み
を
り
　
　
　
　

高
子
橘

春
雪
の
残
る
安
達
太
良
遠
く
見
え
通
り
雨
す
ぎ
虹
の

立
ち
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
　
静
江

卜信

壇

鈴
木
貞
二
選

自
糸
の
滝
新
緑
を
縫
う
て
落
つ

夕
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で
行
い
ま
す
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見
草

蕊
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■染色手芸教室

　働く婦人の家では、時代の推移

と共に染料、染色法素材器具が改

良されていることからだれにでも

簡単にできる手作りの染色手芸教

※日程表

室を開催しますので、ふるってお

申し込みください。

レ申込人員　30名

レ受講料　無料

レ申し込み　6月15日まで働く婦

　人の家（智5－5095）へお申し

　込みください。

※見本は、働く婦人の家にありま

すので、ご覧ください。

日　時

7／11（月）

9：00～12＝00

7／29（金）

9：00～12＝00

素 オ季

品名

の　れ　ん

クッンヨン

染め方

ろうけっ染め

絞り染め

材料代

1，200円

650

備　　考

のれんについ

ては、その日

から使用出来

ます。

■宮城県白石農業

　　文化センター開放講座

　宮城県自石農業改良普及所では

生涯教育広域事業の一環として、

「ふるさとに生きる喜びを考える」

をテーマに、白石農業文化センタ

ーを開放し、次のような講座を継

続的に開設いたしますのでご参加

ください。

〉開催場所　白石市農業文化セン

　ター（白石農業改良普及所）

＞対象　白石刈田地域住民50名

レ受講料　無料

レ申込み　受講希望者は、ハガキ・

　電話で申込みください。（〒989－

　02白石市福岡長袋字陣場ケ丘12

　の1・奮5－2825〉

■宮城県警察官募集

　宮城県では、昭和59年4月採用

の警察官を募集します。

　あなたの若さと情熱を郷土の治

安を守る警察にたくしてみません

か。

〔受験のあらまし〕

○受験区分と採用予定人員

　A区分～約60名

　B区分～約60名

○受験資格

　昭和31年4月2日から昭和41年

　4月！日まで生れた男子の方を

　対象とし、●A区分～大学卒業

　者または来春3月卒業見込みの

　方、●B区分～A区分以外の方

○試験日と場所

　昭和58年9月25日旧1

　宮城県工業高等学校、石巻、古

　川、大河原の各合同庁舎

○願書受付期間

　昭和58年8月22日（月1から9月IO

　日（ガまで

○問い合せ先

　宮城県人事委員会

　宮城県警察本部警務課

　くわしくは最寄りの警察署、派

出所、，駐在所にお問い合わせくだ

さい。

土
寸

日 期

　　　　午前
7月18日
　　　　午後

　　　　午前
8月22日
　　　　午後

　　　　午前
9月19日
　　　　午後

　　　　　午前
10月11日
　　　　　午後

　　　　　午前
11月14日
　　　　　午後

　　　　　午前
12月12日
　　　　　午後

掌　習　内　容
○開講式　　生涯教育について

○くらしと経ギ斉

○講話

○実習

地域農業と食生活

地域に伝わる料理

○講話　地域に息づく生活文化

○実践事例紹介

○講話

○実習

資源を利用した農産加工

0話題提供

○話し合い

生産と消費を考える

○講話　農業の現状と施策

○閉講式　　話し合い

講 雨自 名

県白石農業改良普及所職員・県教育庁社会教育課職員

東北インフォーメーションセンター所長　菅原　薫氏

県自石農業改良普及所

　　　生活改良普及員 加藤房枝・佐藤裕子

蔵
未

王
定

町 鹿島　茂氏

県農業センター研究員 鈴木　信隆

県　消　費　流　通　課　　　加藤美智子氏

県白石農業改良普及所生活改良普及員

県白石農業改良普及所長

県臼石農業改良普及所職員

佐肱正二

「愛の血液助け合い運動」
　　　　　　7月1日～31日
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　献血車いずみ号が次のとおり巡回いたしますので

ご協力願います。　　》7月19日白女校10時～15時

公民館だより
■白石市健康まつり球技大会

　広くスポーツに親しみ体力の増

進と明るく豊かな市民生活をめざ

す。

レ期日　7月10日（日）午前8時20分

　選手集合、8時30分開会

＞会場　自石中学校

レ種目　家庭バレーボールならび

　にソフトボール

■親子体力つくり旬間

〉期間　7月21日から7月31日ま

　で毎朝6時30分より30分程度

レ会場　地区単位子ども会ごとの

　広場

〉対象者　一般市民

　くわしいことは、地区子ども会

　育成会、公民館、地区体育指導

　員にお問い合せください。

　子ども会育成指導者研修会

　の開催日変更について

　6月号に掲載しました子ども会

育成指導者研修会の開催日が7月

2日となっておりましたが、都合

により7月16日に変更になりまし

たのでご周知ください。

■子ども工作教室

　自作のよろこびと、輪をつなぎ

仲間づくりを養う目的で開催いた

します。

レ日時　7月25日1月1、26日〔閃

　　　　午前9時～12時

〉場所　白石市中央公民館

〉対象・募集人員　小学校5年生

　～6年生、40名

〉講師　小岩庄一先生

レ会費200円

＞申込み　参加ご希望の方は、中

　央公民館何4－5377、智6－24

　53へお申し込みください。

事
墨
、
．
魎

濫
．
　
㌣

第7回子どもまつり

　去る5月29日、青空のもと益岡

公園で子どもまっりがにぎやかに

行われました。児童500人余りが

集った会場では、児童館、母親ク

ラブ、中央公民館が特設した各コ

ーナー（落書き、ペーパーフラワ
ー
、
粘 土、輪なげなど〉で思い思

いにふるまい、歓声がこだまして

いました。ジュニアリーダー「ビ

ッキーズ」30人も一一役しました。

▼ぺ一パーフラワーのコーナー

　　　　　　チ

　　　　　’‘陶，4

　夏休み図辞館を

　　　ご和」川くださL》

■手づくり絵本講習会

　市図書館では、手づくりで簡単

にできる絵本を作る「手づくり絵

本講習会」を次により開催します

のでふるってご参加ください。

〉日程と概要

　第1回　7月26日

　絵本の作り方、シナリオなど。

　第2回　8月2日

　本の中身作り、製本。

　第3回　8月12日

　製本、完成。

※いずれも9時30分から12時まで

市図書館で行います。

〉講師　鈴木智恵、子さん

レ受講料　材料費実費

＞申込み　7月20日（掴まで市図書

　館智6－3004へお申し込みくだ

　さい。

■楽しい折り紙と映画会

レ日時　7月28日1内　午前10時

　（アニメと劇画）

■子どもの本の展示会
レ其月間　　　7　月25日1目）～8月10日例q

　※8月7日旧1はお休みします。

　600冊のおすすめしたい本の展示。

　　　図書館
　夏季開館時間を延長いたします。

レ期間　7月25日1月）～8月12日困

〉時間　午前9時～午後6時

＞休館日　毎週日曜日、月末

　
新
着
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書
案
内
（
抄
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き僅蝶灘糊
　、一　　　　　　　　　＿－

　戦傷病者戦没者遺族等援護法の

改正により戦没者の妻または戦没

者の父母で身よりのない方に特別

給付金が継続支給されますので該

当される方は、福祉事務所で請求

手続きをしてください。（受付は、

8月1日からの予定です。）

〈対象者〉

◇前回の特別給付金60万国債の償

　還を終了した方。

◇前回の戦没者妻の特別給付金を

　時効により請求できなかった方

　で昭和12年7月7日以降の受傷

　り病により、昭和38年3月31日

　以前に死亡した方の妻で昭和38

　年10月1日において、遺族年金、

　公務扶助料等を受給した方。

◇戦没者の父母で身よりのない方

　で昭和12年7月7日以後の受傷

　り病により昭和42年3月31日以

　前に死亡した方の父母で昭和42

　年10月1日において遺族年金、

　公務扶助料等を受給した方。

〈支給額〉

◇戦没者の妻120万（10年償還）

◇戦没者の父母60万（5年償還）

※請求手続等、くわしくは、福祉

　事務所社会係（内線147）へお

　問い合せください。

ノ5

b本年8月スタート○

金融機関の月1回週休

二日制実施のお知らせ

　本年8月より各金融機関におい

ては、毎月第2土曜日を休業し、

月1回週休二日制が実施されます

ρでお知らせします。

，，〔一（
、
国民年金）

　忘れかけていませんか

　　　国民年金保険料を！

　将来年をとったときの老齢年金、

や、万が一病気や事故などに遭っ

たときの障害年金・母子年金を受

けられるためには、国民年金の保

険料をキチンと納めていくことが

大切です。

　保険料を納め忘れたままにして

おきますと、年金がまったく受け

られなかったり、受けられたとし

ても同じ年齢の方よりも少ない額

になってしまいます。

　また、幾月分も滞納しています

と金額が大きくなって、ますます

納めるのがたいへんです。

　必ず加入しなければならない方

で、思わぬ災害などで保険料を納

めるのが難しいときは、免除制度

というのもあります。未納のまま

にしておかないで市民課国民年金

係にご相談ください。

（庸謙購）

　一一［　昨年から児童手当特例措置が制

度化され、昭和60年5月までの期

間、“特例給付”による支給が次の

要件満たす方に行われます。

◇特例給付該当要件

　児童手当受給資格を有しながら

　児童手当を受けていない方で、

　国民年金を除いた厚生年金等加

　入者であり、かっ、所得制限限

　度額を超えない方。

※特例給付の所得制限限度額は、

従来の児童手当限度額よりも大幅

に緩和されております。

※認定請求は、児童手当の場合と

同様ですが、添付書類として厚生

年金等加入者である旨の申立書が

必要です。

　くわしくは、市民課市民係（内

線131）へお問い合せぐださい。

☆7月1日鮎の開禁日☆

　　ふるさとの

　　　　白石川で釣を

　7月1日は、白石川の鮎の開禁

日です。白石川漁業協同組合では、

釣や投網をなさる愛好者のため、

鮎を琵琶湖から買い入れ、今年は

去る5月ll日に放流しました。そ

のほか鯉、やまめ、ワカサギなど

地域にあわせて放流し、愛好者の

期待に添うよう努力しています。

　今や釣は、健全なレジャーとな

っています。一家揃って太陽の下、

清流に釣糸をたれてみませんか。

※遊漁証などの問い合せは、組合

事務所・東小路19組合長十二村盛

英宅費6－2069へどうぞ。

NHK連続テレビ小説「おしん」（少女編）

が夏休み再び放送されます

　N　H　Kでは、放送開始以来大き

な反響を呼んでいる連続テレビ小

説「おしん」の少女編（小林綾子

主演）を子ども達が夏休み期間、

特別編成し再び放送することにな

りました。

　これは“おしんの厳しくもひた

むきな生き方をぜひいまの子ども

に見せたい”との視聴者の強い要

望にこたえたものです。

レ期間　7月25日（月1～8月17日〔脚

　（土・日を除く〉

　総合テレビ午後6時～6時30分

※N　H　K仙台放送局では、この機

会に「おしん」をみて感じたこと

や思ったことなどを「感想文」や

「絵」にしてN　H　Kに送ってくれ

るよう呼びかけています。

〉あて先　〒980仙台市錦町1－

　11－！　N　H　K仙台放送局視聴

　者センター「おしん」係へどう

　ぞ。

螺…諺轟1

「市町村交通事故防止コンクール実施中」

　　6月1日より8月31日までの

　3カ月間県民総参加による市町

　村交通事故防止コンクールを実

　施中です。特に次の事項に重点

　をおいて、市でも事故防止を推

　進いたしますので、市民の皆様

　も交通事故には、充分注意して

　ください。

　1，歩行者、特に子供と老人の

レ多発するく
　あなたは、あなたの家族は、オ

ートバイ、バイクを安全に運転し

ていますか？

◎最近の二輪車事故

2．

3．

4．

5．

二輪車事故にストッフ

飛び出し事故の防止。

二輪車および自転車利用者

の事故防止。

無謀運転、特に飲酒運転と

速度超過による事故の防止。

夏休み中のj㌦供の交通事故

防止。

シートベルト、ヘルメット

着用の推進。
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臼石署管内の発生

発生件数13件

けが人16人
死　　亡　1人

※安全第一※

必ずヘルメッ

トを着用して

ください。
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　　主な事故の事例
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5月4日大型ダンプと自動二輪
2名重傷

（蔵王町）

重傷1名

（白石市）

＼

6月16日

自動二輪の単独

1名死亡

1名軽傷

騰

青少年に明るい家庭
　　社会環境を！

一社会を明るくする運動一

　7月1日～31日

　7月は、青少年を非行からまも

る全国強調月間です。

　白石市における青少年の非行は、

道交法違反を含めて12戸に1人の

割合となっています。また、刑法

犯少年の少年人口に対する1，000

人比は、昨年（1月～12月）12．7で、

県の平均15．2を下まわりましたが

県内78市町村の第26位になってい

ます。ますます低年齢化して憂慮

されています。

　青少年の非行は、地域みんなの

問題です。市民総ぐるみで、その

防止にあたらなければ増加にスト

ップをかけることができません。

　まず自分の家から、地域から非

行少年を出さないようみんなで力

を合せましょう。

■青少年育成推進指導員

　　　推進員委嘱される

　次代を担う青少年の健全な成長

を願う青少年育成県民運動の推進

を強力に展開するため、市長の推

薦をうけて7名が、青少年のため

の宮城県民会議会長より委嘱され

ました。

〉任期　昭和58年4月1日～60年

　6月31日
○青少年育成推進指導員

　　丹野富雄

○青少年育成推進員

　　小室秀雄、吉見明子、谷岡洋

　　志、末谷仁、佐藤吉衛、及川

　　克子

l　　　　　　　　　　　l
l青少年健全育成推進大会l
l　　　　　　　　　　　l
l一みんなで参加しましょう一l
l　I〉日時　7月19日脚午後1時　i

』　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　30分～午後4時　　　l

lレ場所　白石市中央公民館　　1
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　　　学校農園で学習
　6月6日、青空のもと大鷹沢小
学校全児童230人が、同校近くの
畑でサツマイモの苗300株を植え、

汗を流しました。勤労体験学習の

一環として今年で3年目、タテ割
リグループに分かれ、1株、1株
ていねいに植えっけしていました。

耀・

　　ボールを通じて仲良しに

　6月9日、福岡小学校にある4
分校（長峰・蔵王・不忘・八宮）

の児童たち66人が蔵王分校に集り、

ふだん少人数のためできないスポ
ーツを楽しんだ。児童たちは、ボ

ール転がしなど8種目に熱戦、ボ
ールを通じすぐに仲良しに・…・一。
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　　「白石秋景」の油絵贈

　白石商工会議所は、白石市が施
行30年を迎えるのを記念し、去る

3日鈴木会頭より「白石秋景」と
題した油絵が関谷市長に贈られま

した。油絵は大河原町在住の田園
画家太田厚さん（62歳）作で、蔵王

連峰とまち並びを描写しています。

休日急患当番医

月日

7／3

10

17

24，

31

内 科

亘理医院（5）8501

引地医院（5£036

柿崎医院（5）2210

大沼医院（5％02

三享甫クリニック（5）6854

トタ 科

朝倉病院〔5）2101

刈田病院（5）2145

銭谷医院（5）2010

刈田病院（5）2145

宮城医院（5）2062

※都合により変更になる場合もあります。
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相談区分

人権擁護
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介
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祉会保険
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税務相談

消費生活

相　　談

器
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婦入相談

無料法律
相　　談

相談日

15

15

15

5・25

5・19

15

時問

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　12：00

10：00～

　14：00

9：30～

　15：00

場　　所

白石市役所

2階相談室

全 上

全 上

健康センター

2階相談室

健康センター

2階相談室

自石市役所

2階相談室

内 容

結婚、離婚、遺産相

続、借地借家、雇傭、

差別待遇問題等

国や県、市など役所
の行う仕事について
困っていることや希
望等

市民の日常の生活上

の困りごと

60歳以上の方の職業

斡旋

健康保険、船員保険、

厚生年金など

7月と8月は休みます。
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リオン7・28

トリオ　4

ニホン　15

15

15

10：00～

　15：00

13100～

　14：00
11：00～

　12100

10：00～

　12：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

白石市役所

1階消費
生活相談室

福祉事務所

市民会館

白石市役所

白石市役所

買物苦情、消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

家庭内の人間関係や

異性との問題等で悩

んでいる女性の方

法律についての困り

ごと
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